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［様式６］ 

サブテーマ名：高輝度光ビーム加工技術に関する研究 

 小テーマ名：高出力レーザによる難加工性材料の接合・切断に関する研究 

サブテーマリーダー（所属、役職、氏名）㈱松浦機械製作所、シニアチーフ、冨田誠一 

  研究従事者（所属、役職、氏名）福井県工業技術センター、機械・金属部長、高岡清彦 

                                  福井県工業技術センター、機械・金属部、強力真一 

研究の概要、新規性及び目標 

①研究の概要 

 本県の金属素材加工産業においては，新分野進出や新製品開発のため，難加工性材料の加工技術

向上が重要な課題となっている。そこで，加工技術の高度化に関する技術支援を目的として，高出

力のYAGレーザ加工システムを導入し、チタン、Ｍｇ合金、ＴｉＮｉ合金、ＷＣ合金、アルミニウム

系複合材料などの難加工性材料の接合・切断特性に関する研究を行った。 

②研究の独自性・新規性 

 眼鏡枠で用いられる難加工性材料に対するレーザ加工特性の研究は他では行われていない。 

 

③研究の目標（フェーズ毎に数値目標等をあげ、具体的に） 

フェーズⅠ：金属系の新素材・難加工性材料（チタン合金、超弾性合金など）の加工・評価技術の

高度化のため高出力のYAGレーザ加工システムを整備し、金属素材加工産業の活性化と発展を支援す

る。 

フェーズⅡ：－ 

フェーズⅢ：研究成果の実用化を目指す。 

研究の進め方及び進捗状況（目標と対比して） 

フェーズⅠ：技術相談･指導･機器使用・依頼試験などの対応で個々の企業が利用できる体制をとっ

ており，多くの企業が活用している。 また，企業によっては、当方の技術指導、講習会・研修な

どを通じて、類似設備を導入しているなどレーザ関連の技術普及が進んでいる。 

フェーズⅡ：－ 

フェーズⅢ：研究成果の実用化を目的として、これまで得られた研究成果をベースに残された研究

課題の解決を図る。 

主な成果 

  具体的な成果内容：難加工性材料の高速切断、溶接加工や眼鏡部品の微細切断加工に活用し、県

内金属素材加工産業の加工技術レベル向上に寄与した 。 

 

特許件数：０          論文数：０        口頭発表件数：０  

研究成果に関する評価 

１ 国内外における水準との対比 

 眼鏡枠部品の接合加工にレーザが用いられている例はなく、福井県眼鏡枠業界の優位性を保つた

めに必要な技術開発である。 

 

２ 実用化に向けた波及効果 

 レーザ加工による難加工性材料の基礎的加工データを得ることができた。 

残された課題と対応方針について 

不活性ガス雰囲気下での実験を行い、難加工性材料のより最適な加工条件について研究を続ける。
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合 計

人件費 45  0  0 0 0 0 45 20,694 0 0 0 0 0 20,694 20,739

設備費 0  0  0 0 0 0 0 22,575 0 0 0 0 0 22,575 22,575

その他研究費

（消耗品費、

材料費等） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

旅費 4  0  0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 4

その他 5  0  0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 0 5

小  計 54  0  0 0 0 0 54 43,269 0 0 0 0 0 43,269 43,323
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代表的な設備名と仕様［既存（事業開始前）の設備含む］ 

  ＪＳＴ負担による設備：なし 

  地域負担による設備：高出力レーザ加工システム 

※複数の研究課題に共通した経費については按分する 


